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年代測定のための LA-ICP-MSによる放射性同位体測定

The LA-ICP-MS radioisotope measurement of pressed powder pellet for geochronology
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堆積物のバルクの放射性同位体は、環境変動の指標としてとても重要である。その中でも 238Uと 232Thは年代測定に
おいても重要な同位体であり、過去様々な測定器・測定法でその濃度が求められてきた。近年、試料準備の簡便さなど
から LA-ICP-MSで外部標準法を用いる研究が行われるようになってきた。本研究では、堆積物にも適用可能な、より簡
便で汎用性のある測定を目指し、一般的に用いられることの多い市販されている標準ガラスの他に、岩石標準試料に何
も加えることなく圧縮したもの（圧縮ペレット）も外部標準として用いて 238U, 232Th濃度を求めた。
本研究で用いた 7試料は、National Institute of Standard and Technology (NIST)が作製した標準ガラス SRM 610, SRM

612と産業技術総合研究所が作製した岩石粉末標準試料 JA-1, JA-2, JB-1, JB-2とバイカル湖湖底堆積物の 4A-18 (Ito et al.,
in press)である。粉末試料である JA-1, JA-2, JB-1, JB-2, 4A-18はペレット状にするために 300kNで 1分間圧縮し、測定
試料とした。これら 7つを、時には外部標準として、時には未知試料として交互に測定した。

238Uの場合、外部標準試料としてガラス・圧縮ペレットのどちらを用いても、粉末試料の濃度は確度良く見積もられ
た。逆に 232Thの場合、外部標準で圧縮ペレットを用いた場合は確度の良い測定ができたが、ガラスを用いた場合、粉末
試料の濃度を少なく見積もった。このことから、238Uはガラスと圧縮ペレットの物性の違いに起因する matrix effectが
濃度に及ぼす影響が小さいが、232Thは大きいことがわかった。また、粉末試料をメノウ乳鉢ですり潰すことなくそのま
ま圧縮して測定した場合は、精度が悪かったが、すり潰した後に測定した場合、精度が改善された。このことは、粒径
が小さく (˜10 micron meters)、且つ一様であることが、圧縮ペレットによる濃度の精度を向上させる要因になることを意
味する。よって、堆積物へ適用する場合、外部標準としては岩石標準試料を用い、その際、堆積物も外部標準もメノウ
乳鉢ですり潰した後に圧縮することが確度・精度も良い測定ができるようになると推測する。
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